
災害に強い山梨を目指して

　 0203 ふれあい

　山
梨
県
消
防
防
災
航
空
隊
は
、
山
岳
遭
難
を
は
じ
め
、
山
林
火
災
、
大
規
模
自

然
災
害
な
ど
の
厳
し
い
現
場
に
出
動
し
、
人
命
救
助
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
７
月
に
は
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
新「
あ
か
ふ
じ
」

が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
任
務

に
懸
け
る
思
い
を
消
防
防
災
航
空
隊
・
隊
長
の
川
田
貴
一
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

強
い
使
命
感
を
持
ち
、県
民
を
守
る

災
害
に
強
い
山
梨
を
目
指
し
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
培
い
、積
み
重
ね
る
日
々
の
訓
練

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
新「
あ
か
ふ
じ
」へ
の
期
待

山岳救助を目的とした、新「あかふじ」による本番さなが
らの救出救助訓練（韮崎市清哲にある訓練場にて）

動画で見てみよう！ 消防防災航空隊の救助訓練

　
生
命
、身
体
、財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、県
民
、地
域
、行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、継
続
的
に
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。そ
こ
で
県
で
は
今
年
３
月
に「
山
梨
県
防
災
基
本
条
例
」を
制
定
し
、

災
害
に
強
い
山
梨
の
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❶
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に「
L
a
y
a
r
」

の
A
R
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
無
料
）❷
ア
プ
リ
を

起
動
❸
下
の
写
真
に
か
ざ
し
た
後
、タ
ッ
プ
す
る
と

動
画
が
再
生
さ
れ
ま
す
。

Layar（レイヤー）

  

山
梨
県
消
防
防
災
航
空
隊
は
、平
成
７
年

に
発
足
以
来
、消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
あ

か
ふ
じ
」で
、山
で
の
遭
難
者
な
ど
を
救
助
す

る
山
岳
救
助
、水
害
時
に
屋
根
の
上
な
ど
に

孤
立
し
た
人
を
救
出
す
る
水
難
救
助
、山
林

火
災
の
消
火
活
動
、傷
病
者
の
救
急
搬
送
、災

害
時
の
孤
立
集
落
な
ど
への
物
資
搬
送
、災
害

状
況
を
確
認
す
る
上
空
偵
察
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
範
囲
は
主
に
、山
梨
県
全
域
と
、相

互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
新
潟
、長
野
、群

馬
、静
岡
、埼
玉
の
５
県
で
す
。さ
ら
に
大
規

模
災
害
時
に
は
、こ
れ
ら
以
外
の
地
域
の
応

援
に
出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
、平
成
27
年
の

関
東
・
東
北
豪
雨
の
際
、茨
城
県
常
総
市
で

発
生
し
た
水
害
で
は
、３
日
間
で
79
名
を
救

出
し
ま
し
た
。

　
航
空
隊
は
、県
職
員
で
あ
る
運
航
管
理
監

を
は
じ
め
、県
内
10
消
防
本
部
か
ら
派
遣
さ

れ
救
助
の
任
務
に
当
た
る
隊
員
８
名
、そ
の
ほ

か
運
航
委
託
し
て
い
る
株
式
会
社
ジ
ャ
ネ
ッ
ト

の
操
縦
士
２
名
、整
備
士
３
名
、運
航
担
当
者

１
名
の
計
15
名
で
構
成
さ
れ
、お
の
お
の
が
強

い
使
命
感
を
持
っ
て
職
務
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

隊
員
は
互
い
に
命
を
預
け
厳
し
い
訓
練
を
乗

り
越
え
、そ
の
中
で
信
頼
関
係
と
チ
ー
ム
ワ
ー

　
標
高
の
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
本
県
で

は
、山
岳
救
助
に
関
す
る
出
動
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
航
空
隊
は
、何
か
あ

れ
ば
全
力
で
皆
さ
ん
を
助
け
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、登
山
者
の
方
々
に

は
し
っ
か
り
と
健
康
管
理
を
行
い
、装
備
を
整

え
、自
分
の
体
力
と
技
術
に
合
っ
た
プ
ラ
ン
で

行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。大
切
な

の
は「
絶
対
無
理
を
し
な
い
。自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」と
い
う
心
構
え
で
す
。

　
今
回
導
入
し
た
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

新「
あ
か
ふ
じ
」は
、航
続
距
離
や
、ホ
バ
リ
ン

グ
性
能
、視
認
性
な
ど
が
こ
れ
ま
で
の
機
種
と

比
べ
向
上
し
て
い
る
の
で
、山
岳
現
場
で
の
救

助
率
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
航
空
隊
一
同
は
こ
れ
か
ら
も
、県
民

の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

ク
を
培
っ
て
い
ま
す
。実
際
の
現
場
で
は
何
が

起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
、山
岳

遭
難
、山
林
火
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を

想
定
し
て
日
々
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。山
で

の
遭
難
者
な
ど
の
吊
り
上
げ
救
助
で
は
、け
が

の
重
症
度
や
気
流
の
変
化
な
ど
、場
面
、時

間
、天
候
に
応
じ
た
救
助
資
器
材
を
用
い
て

訓
練
を
行
い
、あ
ら
ゆ
る
事
態
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

山梨県消防防災航空隊隊長 
川田 貴一 さん

皆さんを
空から
守ります！
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平
成
７
年
に
運
航
を
開
始
し
て
以
来
、

計
２
４
６
４
回
の
出
動（
就
航
時
間
／
約

６
５
８
５
時
間
）に
よ
り
１
０
８
３
名
を

救
助
し
た
旧「
あ
か
ふ
じ
」の
功
績
を
引

き
継
ぐ
、新「
あ
か
ふ
じ
」を
今
年
導
入

し
ま
し
た
。新「
あ
か
ふ
じ
」は
、ア
メ
リ
カ

製
の
最
新
型
で
、出
力
が
大
き
く
、小
回

り
も
利
く
こ
と
か
ら
標
高
の
高
い
山
岳
地

帯
を
抱
え
る
本
県
の
地
形
に
適
し
て
お

り
、山
岳
救
助
や
山
林
火
災
の
消
火
活
動

　 0405 ふれあい

　「
山
梨
県
防
災
基
本
条
例
」で
は
、県
、市
町
村
な
ど
が
行
う「
公
助
」に
加
え
、県
民

が
自
ら
の
安
全
を
自
ら
守
る「
自
助
」、地
域
住
民
な
ど
が
互
い
に
協
力
し
つ
つ
自
ら
の

地
域
を
守
る「
共
助
」が
一
体
と
な
り
、防
災
意
識
を
共
有
し
、相
互
に
連
携
し
て
、継

続
的
に
防
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、災
害
時
に
お
け
る
被
害
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
に

深沢 健 主事防災危機管理課

　
日
本
を
代
表
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る

山
梨
は
、長
き
に
わ
た
り
大
規
模
な
災
害
を

経
験
し
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
地
震
や
富

士
山
噴
火
な
ど
の
大
規
模
災
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、県
全
体
で
防

災
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、今
回
制
定
し
た
防
災
基
本
条
例
で

は
、防
災
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、県

民
や
事
業
者
、学
校
の
設
置
者
な
ど
の
役
割

や
県
の
責
務
を
明
確
に
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
協

力
し
て
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、災
害
に
強

い
山
梨
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
条
例
で
は
、１１
月
を「
防
災
月
間
」と
定

め
、さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、県
民
の

皆
さ
ん
に
条
例
の
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
、

１１
月
９
日
に
は
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、県
で
は
、地
域
防
災
力
の
向
上
と

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
目
指
し
、

地
域
の
方
々
に
よ
る「
地
区
防
災
計
画
」の

策
定
を
支
援
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、災
害

へ
の
備
え
や
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
な
ど

に
つ
い
て
、小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
に
応
じ
て
分
か
り
や
す
く
作
成
し
た「
や

ま
な
し
防
災
力
向
上
テ
キ
ス
ト
」を
配
布

し
ま
す
。

災
害
に
強
い
山
梨
を
目
指
し「
防
災
基
本
条
例
」を
制
定

自
助
・
共
助
の
大
切
さ

　ハザードマップとは、自然災害による被害の軽減や防災対策
に使用する目的で、被災想定区域や避難場所、防災関係施設
などを表示した地図です。
　普段からハザードマップを確認し、安全に避難行動ができる
よう災害に応じた避難場所、避難ルートを決めておきましょう。

山梨　防災基本条例 検索【問い合わせ先】 山梨県防災基本条例については　防災危機管理課　TEL 055-223-1432　FAX 055-223-1429
           　　　 

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

新「
あ
か
ふ
じ
」導
入

災害に強い山梨を目指して

ハザードマップを知ろう！

やまなし防災力向上テキスト

甲府市の洪水ハザードマップ（平成28年2月現在）

「これからも県民の皆さんの安全・安心の確保に、より一層努めてください」
と機長と握手する後藤知事

新「あかふじ」の操縦室は、最新のデジタルパネルが整備されているほか、旧「あかふじ」に比べ窓が
大きくなっているので視認性も向上

　
災
害
が
発
生
し
た
時
、「
自
助
」と「
共

助
」は
非
常
に
重
要
で
す
。過
去
の
大
規
模

な
災
害
に
お
い
て
、公
的
機
関
に
よ
る
援
助

に
至
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か

り
、被
災
者
た
ち
は
、各
家
庭
に
あ
る
備
蓄

品
で
生
活
し
た
り
、地
域
で
協
力
し
合
い
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
行
動
を
取
っ
た
り

し
た
事
例
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
対
す
る
備
え
や
、災
害
時
の
行
動
に
つ
い

て
家
族
や
地
域
で
話
し
合
っ
た
り
、ハ
ザ
ー

ド
マッ
プ
や
避
難
場
所
、避
難
経
路
を
事
前

に
確
認
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
県
で
は
、県
政
出
張
講
座
や
県
防
災
安

全
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
体
験
講
座
な
ど
を

通
じ
、防
災
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、災
害
時
な
ど
に
、地
域
で
中

心
的
な
役
割
を
担
う
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

や
防
災
士
の
育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
は
、受
け
身
に
な
ら
ず
自
ら
情
報

を
入
手
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。日
ご
ろ
か

ら
県
や
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災

に
関
す
る
情
報
を
得
る
習
慣
を
身
に
付
け

た
り
、地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
や

防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
す
る

な
ど
、防
災
知
識
や
技
能
の
習
得
に
努
め

て
ほ
し
い
で
す
。

に
お
い
て
も
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
す
。旧「
あ
か
ふ
じ
」と
比
べ
る
と
、

最
大
巡
航
速
度
は
32
㌔
向
上
し
て
時
速

２
８
７
㌔
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、燃
費

も
向
上
し
、航
続
距
離
は
１
３
４
㌔
伸

び
７
３
４
㌔
と
な
り
、さ
ら
に
ホ
バ
リ
ン
グ

性
能
も
向
上
し
ま
し
た
。機
体
デ
ザ
イ
ン

は
、消
防
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
赤
に

澄
み
渡
る
青
空
や
山
梨
の
名
水
を
連
想

さ
せ
る
青
を
使
用
し
、機
体
中
央
に
は
富

士
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。名
称
と
機
体

デ
ザ
イ
ン
は
、初
代
と
同
様
の
活
躍
を
期

待
し
、新
型
機
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

災害に強い
山梨を目指して

自らの安全を自ら守るため
に自発的に行う防災活動
例：建物の倒壊防止、物資の
　 備蓄、防災知識の習得

自助

地域において相互に助け合
い、地域の安全を確保する
ために行う防災活動
例：近隣住民と協力した負
　 傷者の救助、避難所運営

共助公助
県、市町村および防災関係
機関が実施する施策
例：防災教育の実施、防災情
　 報の提供、行政機関等の
　 広域的な連携

■日時：１１月９日（金） 午後1時30分～4時30分
■場所：山梨市民会館（山梨市万力１８３０）
■内容：◆防災講演
　　　 　「自助」「共助」の取り組み・課題を実災害の事例を参考に講演
　　　  　講師 片田 敏孝氏 （東京大学大学院特任教授）

　　　 ◆事例発表  
　　　 ◆パネルディスカッション
■参加料：無料（事前申し込み不要）
■問い合わせ先：防災危機管理課　
　　　　　　　 TEL 055-223-1432　FAX 055-223-1429

「防災シンポジウム」開催

新「あかふじ」を間近で見よう！
11月10日（土）・11日（日）に小瀬スポーツ公園で開催する
県民の日記念行事に新「あかふじ」を展示。会場では救助訓
練の見学、コックピット搭乗体験や記念撮影もできます。
※期間中「あかふじ」に救助出動が要請された場合は、中止となりますの
　でご了承ください。

　県内の小学生向け
に作成した「やまなし
防災力向上テキスト」
では、災害について分
かりやすく解説してい
ます。

ご自身のお住まいの地域のハザードマップを調べてみましょう わがまちハザードマップ 検索

片田氏は、岩手県釜石市において、平成16年から津波
防災教育に取り組み、東日本大震災の発生時、市内
の小中学生ほぼ全員が津波から避難できた「釜石の
奇跡」に貢献。



　
平
成
７
年
に
運
航
を
開
始
し
て
以
来
、

計
２
４
６
４
回
の
出
動（
就
航
時
間
／
約

６
５
８
５
時
間
）に
よ
り
１
０
８
３
名
を

救
助
し
た
旧「
あ
か
ふ
じ
」の
功
績
を
引

き
継
ぐ
、新「
あ
か
ふ
じ
」を
今
年
導
入

し
ま
し
た
。新「
あ
か
ふ
じ
」は
、ア
メ
リ
カ

製
の
最
新
型
で
、出
力
が
大
き
く
、小
回

り
も
利
く
こ
と
か
ら
標
高
の
高
い
山
岳
地

帯
を
抱
え
る
本
県
の
地
形
に
適
し
て
お

り
、山
岳
救
助
や
山
林
火
災
の
消
火
活
動

　 0405 ふれあい

　「
山
梨
県
防
災
基
本
条
例
」で
は
、県
、市
町
村
な
ど
が
行
う「
公
助
」に
加
え
、県
民

が
自
ら
の
安
全
を
自
ら
守
る「
自
助
」、地
域
住
民
な
ど
が
互
い
に
協
力
し
つ
つ
自
ら
の

地
域
を
守
る「
共
助
」が
一
体
と
な
り
、防
災
意
識
を
共
有
し
、相
互
に
連
携
し
て
、継

続
的
に
防
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、災
害
時
に
お
け
る
被
害
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
に

深沢 健 主事防災危機管理課

　
日
本
を
代
表
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る

山
梨
は
、長
き
に
わ
た
り
大
規
模
な
災
害
を

経
験
し
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
地
震
や
富

士
山
噴
火
な
ど
の
大
規
模
災
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、県
全
体
で
防

災
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、今
回
制
定
し
た
防
災
基
本
条
例
で

は
、防
災
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、県

民
や
事
業
者
、学
校
の
設
置
者
な
ど
の
役
割

や
県
の
責
務
を
明
確
に
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
協

力
し
て
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、災
害
に
強

い
山
梨
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
条
例
で
は
、１１
月
を「
防
災
月
間
」と
定

め
、さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、県
民
の

皆
さ
ん
に
条
例
の
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
、

１１
月
９
日
に
は
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、県
で
は
、地
域
防
災
力
の
向
上
と

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
目
指
し
、

地
域
の
方
々
に
よ
る「
地
区
防
災
計
画
」の

策
定
を
支
援
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、災
害

へ
の
備
え
や
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
な
ど

に
つ
い
て
、小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
に
応
じ
て
分
か
り
や
す
く
作
成
し
た「
や

ま
な
し
防
災
力
向
上
テ
キ
ス
ト
」を
配
布

し
ま
す
。

災
害
に
強
い
山
梨
を
目
指
し「
防
災
基
本
条
例
」を
制
定

自
助
・
共
助
の
大
切
さ

　ハザードマップとは、自然災害による被害の軽減や防災対策
に使用する目的で、被災想定区域や避難場所、防災関係施設
などを表示した地図です。
　普段からハザードマップを確認し、安全に避難行動ができる
よう災害に応じた避難場所、避難ルートを決めておきましょう。
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「これからも県民の皆さんの安全・安心の確保に、より一層努めてください」
と機長と握手する後藤知事

新「あかふじ」の操縦室は、最新のデジタルパネルが整備されているほか、旧「あかふじ」に比べ窓が
大きくなっているので視認性も向上

　
災
害
が
発
生
し
た
時
、「
自
助
」と「
共

助
」は
非
常
に
重
要
で
す
。過
去
の
大
規
模

な
災
害
に
お
い
て
、公
的
機
関
に
よ
る
援
助

に
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が
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家
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に
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る
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協
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合
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被
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に
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え
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行
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事
例
が
数
多
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見
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ま
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時
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行
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家
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や
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防
災
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情
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※期間中「あかふじ」に救助出動が要請された場合は、中止となりますの
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では、災害について分
かりやすく解説してい
ます。
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の小中学生ほぼ全員が津波から避難できた「釜石の
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　 0607 ふれあい

　防
災
研
究
に
取
り
組
む
山
梨
大
学
地
域
防
災
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー

で
、
子
ど
も
に
対
す
る
防
災
教
育
に
つ
い
て
研
究
や
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

る
秦
康
範
准
教
授
に
実
践
的
な
防
災
訓
練
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

   

防
災
教
育
の
基
本
は
、「
自
助
」・「
共

助
」で
す
が
、ま
ず
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る「
自
助
」が
基
本
で
す
。自
分
が
助
か
ら

な
け
れ
ば
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
か
ら
、「
共
助
」は
、「
自
助
」と
い
う
ベ
ー

ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
れ
ま

で
の
防
災
教
育
は
、「
知
識
」と「
心
の
ケ

ア
」の
２
本
立
て
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
犠
牲
者
が
出

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ
は
津
波
が
危
険

と
い
う
知
識
は
誰
も
が
持
っ
て
い
た
も
の

の
、逃
げ
る
と
い
う
基
本
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。そ
の
原
因
は
、自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ

と
を
普
段
か
ら
教
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。現
在
、各
学
校
で
の
避
難
訓

練
は
事
前
に
決
め
ら
れ
た
日
の
決
め
ら
れ

た
時
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。し
か
も
先
生
が
教
室
に
い
る
授
業
中

に
行
わ
れ
、「
地
震
が
発
生
し
た
ら
机
の
下

に
潜
り
ま
し
ょ
う
」と
教
え
て
い
ま
す
。あ

る
学
校
で
休
み
時
間
に
避
難
訓
練
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、子
ど
も
た
ち
は
わ
ざ
わ

ざ
自
分
の
教
室
に
戻
っ
て
机
の
下
に
潜
っ
た

の
で
す
。こ
れ
は
何
の
た
め
に
避
難
訓
練
を

行
う
の
か
を
教
え
ら
れ
ず
に
、マ
ニ
ュ
ア
ル

に
沿
っ
て
行
動
だ
け
を
教
え
ら
れ
た
結
果

で
す
。学
校
で
の
避
難
訓
練
は
、休
み
時
間

な
ど
教
師
が
近
く
に
い
な
い
時
に
抜
き
打

ち
で
行
い
、子
ど
も
た
ち
自
身
が
判
断
し

て
適
切
に
身
を
守
る
行
動
が
取
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

富士川町鰍沢上北町自主防災会
防災長 中澤 良夫さん　防災次長 深沢 一司さん

　
秦
准
教
授
を
講
師
に
迎
え
、県
内
の
小
・

中
・
高
・
特
初
任
教
諭
、新
規
採
用
養
護
教

諭
、新
規
採
用
栄
養
教
諭
を
対
象
に
し
た

「
防
災
教
育
研
修
会
」を
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。講
義
で
は
過
去
の
災
害

事
例
を
振
り
返
っ
た
り
、学
校
現
場
で
行
わ

れ
て
い
る
避
難
訓
練
の
問
題
点
を
秦
准
教
授

が
指
摘
し
た
り
し
た
後
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

課
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
、各

グ
ル
ー
プ
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
中

で
、「
訓
練
は
で
き
る
だ
け
実
際
に
起
こ
り
得

る
状
況
を
想
定
し
、訓
練
だ
か
ら
こ
そ
、教
師

も
本
気
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
いっ
た
声
も
聞
か
れ
、参
加
者
は
真
剣
な
表

情
で
防
災
教
育
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　いざという時に、どういった行動を
取ればいいか、できるだけ子どもたち
に考えさせて、子どもたちが自分の身
を自分で守れるように、避難訓練に取
り組んでいこうと思います。

　防災訓練は本当に大切なものだと感じました。子どもた
ちには、身を守ることの大切さを教えていきたいと思います。
また、実際に起こった災害の映像を見たり、体験者の話を
聞いたりすることも防災教育には、必要だと感じました。

災害に強い山梨を目指して

「
自
助
努
力
」

実
践
的
な
防
災
教
育
の
重
要
性

「
自
助
」を
教
え
る
こ
と
が
防
災
教
育
の
基
本

准教授 秦 康範さん
山梨大学地域防災・マネジメント研究センター
 

県
内
の
初
任
者
教
師
に
向
け
た

防
災
教
育
研
修
会

　被
災
地
に
赴
き
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
一
方
、
活
動
の
中
で
得
た
経
験

を
通
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
う

「
災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
未
来
会
」の
山
下
博
史
代
表
に
、
災
害
に
備
え
た
地
域

防
災
の
あ
り
方
や
共
助
の
大
切
さ
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

   

災
害
が
発
生
し
た
時
、ど
の
よ
う
な
行
動

を
取
る
べ
き
か
判
断
す
る
た
め
に
は
、住
民

一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
意
識
を
高
め
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。具
体
的
に
は
災
害

を
甘
く
見
ず
、地
域
の
災
害
の
特
性
と
対
処

法
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
で
す
。そ
し
て「
地

震
の
時
は
」、「
水
害
の
時
は
」と
、そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
で
取
る
べ
き
行
動
を
事
前
に
訓
練
し

て
お
く
こ
と
で
す
。例
え
ば
、地
震
の
避
難

訓
練
の
際
に
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
道
を
通
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？ 

水
害
の
避
難
訓
練
の
と
き
、

川
の
近
く
を
通
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

災
害
の

種
類
ご
と
に
安
全
な
避
難
経
路
を
し
っ
か
り

と
住
民
が
把
握
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、地
域
や
職

場
、学
校
な
ど
に
お
け
る「
つ
な
が
り
」を
持

つ
こ
と
で
す
。地
震
が
発
生
し
た
瞬
間
に
両

隣
の
家
に
声
を
掛
け
る
な
ど「
共
助
」は
非

常
に
大
切
で
す
。共
助
と
は
普
段
か
ら
の
隣

り
近
所
の
付
き
合
い
の
延
長
で
す
。私
は
共

助
の
こ
と
を「
協
助
」と
も
言
って
い
ま
す
。小

さ
な
力
を
足
し
て
大
き
な
力
に
な
る
と
協

力
に
な
り
ま
す
。共
助
と
は
お
互
い
が
協
力

し
て
助
け
合
う
こ
と
と
も
言
え
ま
す
。そ
の

共
助
の
体
制
を
強
く
す
る
こ
と
が
、災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
区
防
災
計
画
策
定
の
モ
デ
ル
地
区
の

一
つ
で
あ
る
富
士
川
町
鰍
沢
上
北
町
で
、山
下

　住民が地域のことを熟知しているのが私たちの強みです。災害
時に安否を知らせる黄色い旗を各世帯に配布し、無事であれば
この旗を玄関先に出すことにし、班ごとの避難経路を作り、掲示
するなど日ごろから備えています。講座でも取り上げられました
が、地域防災で一番大事なことは人のつながりだと思います。

「
共
助
努
力
」

被
災
地
か
ら
学
ぶ
日
ご
ろ
の
連
携

普
段
の
つ
な
が
り
が「
共
助
」の
体
制
を
強
く
す
る
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地
区
住
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向
け
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防
災
講
座

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て「
地
区
防
災
計
画
作

成
・
実
践
支
援
事
業
に
係
る
防
災
講
座
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
１
回
目
と
な
る
今

回
の
講
座
で
は
、大
規
模
災
害
の
発
生
時
か

ら
復
旧
の
過
程
な
ど
の
映
像
を
見
な
が
ら
、

も
し
自
分
た
ち
の
地
域
で
こ
の
よ
う
な
災

害
が
起
き
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
、参
加

者
一
人
ひ
と
り
が
想
像
し
、そ
の
た
め
の
備

え
に
つ
い
て
考
え
、防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
き
ま
し
た
。防
災
は
画
一
的
で
な
く
、人
そ

笛吹市立境川小学校 谷口 檜教諭

南部町立富河小学校 小河内 雅子教諭

れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
状
況
に
合
わ
せ
て
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、備
え
て
い
れ
ば
助

か
る
命
が
あ
る
こ
と
や
、高
齢
者
の
人
生
の

知
恵
も
共
助
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

いっ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

•
•

は
だ
や
す
の
り
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力
に
な
る
と
協

力
に
な
り
ま
す
。共
助
と
は
お
互
い
が
協
力

し
て
助
け
合
う
こ
と
と
も
言
え
ま
す
。そ
の

共
助
の
体
制
を
強
く
す
る
こ
と
が
、災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
区
防
災
計
画
策
定
の
モ
デ
ル
地
区
の

一
つ
で
あ
る
富
士
川
町
鰍
沢
上
北
町
で
、山
下

　住民が地域のことを熟知しているのが私たちの強みです。災害
時に安否を知らせる黄色い旗を各世帯に配布し、無事であれば
この旗を玄関先に出すことにし、班ごとの避難経路を作り、掲示
するなど日ごろから備えています。講座でも取り上げられました
が、地域防災で一番大事なことは人のつながりだと思います。

「
共
助
努
力
」

被
災
地
か
ら
学
ぶ
日
ご
ろ
の
連
携

普
段
の
つ
な
が
り
が「
共
助
」の
体
制
を
強
く
す
る

代表 山下 博史さん
NPO法人 災害・防災ボランティア未来会
 

地
区
住
民
に
向
け
た

防
災
講
座

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て「
地
区
防
災
計
画
作

成
・
実
践
支
援
事
業
に
係
る
防
災
講
座
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
１
回
目
と
な
る
今

回
の
講
座
で
は
、大
規
模
災
害
の
発
生
時
か

ら
復
旧
の
過
程
な
ど
の
映
像
を
見
な
が
ら
、

も
し
自
分
た
ち
の
地
域
で
こ
の
よ
う
な
災

害
が
起
き
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
、参
加

者
一
人
ひ
と
り
が
想
像
し
、そ
の
た
め
の
備

え
に
つ
い
て
考
え
、防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
き
ま
し
た
。防
災
は
画
一
的
で
な
く
、人
そ

笛吹市立境川小学校 谷口 檜教諭

南部町立富河小学校 小河内 雅子教諭

れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
状
況
に
合
わ
せ
て
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、備
え
て
い
れ
ば
助

か
る
命
が
あ
る
こ
と
や
、高
齢
者
の
人
生
の

知
恵
も
共
助
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

いっ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

•
•

は
だ
や
す
の
り


